
平成㸰㸷年度 㞀ᐖ⪅ᨭタග㝧Ⲯ事業報告 

 

➨㸯 ᴫἣ 

 光陽荘は、社会福祉法の福祉サービスの基本的理ᛕにいうಶ人のᑛ厳の保ᣢを᪨として、利

用者がその᭷する⬟力に応じて自立した日常生活を営ࡴことができるよう、利用者のニーズも

踏まえた良質かつ適ษなサービスのᥦ౪に努めている。 

 

１ 利用者の状況 

㏆年入退所の㢖度が増している中、２９年度においても退所者３名、入所者５名があった。

退所者の内２名は入院ඛから⒪養ᆺの施設に移行した。もう１名は状のᝏ化からࡈ自Ꮿで

┳取りたいとのࡈ家族のព向で退所された。いࡎれもこれまでになかった退所理⏤であった。 

重度・高齢化が進ࡴ一方で、比較的自立度の高い活発な利用者も入所してくるので、全体

としては活発なⱝ年ᒙの利用者の割合が増えてきた。 

 

２ 利用者満足度 

 浴室の全㠃改修により入浴の質が高まり利用者に喜ࡤれた。活動や行事については、ព

工ኵをして利用者の➗㢦をከく引き出すことができた。 

ಶ別の支援においても、ಶ々人のニーズにきめ細かく応え満足や安心が得られた。 

５名の新規入所者については、施設に័れていただくことからጞめ、㡰次活動参加等を支

援し安心や満足が得られてきている。入退所に伴う人の入替りはᑡなからࡎ生活に影響する

⎔ቃ因子となるため、入所者全員の安心・満足が得られるよう心㌟の状態をきめ細かくほᐹ

し支援するよう努めた。 

  一方マイナスなこととして、インフルエンザの集団発生があり、マニュアルに従い活動等

の縮ᑠ・中止等をᚭᗏして行ったことは利用者にとって不自⏤やストࣞスをかけた。 

 

３ ᶒ利᧦護、ᗣ支援・安心安全支援 

① ᶒ利᧦護（待防止・㌟体ᣊ᮰解消） 

委員会を中心に取り組みを実施した。待防止については、アンケートを行い待のⱆと

なることなどを分ᯒし職員で共᭷した。㌟体ᣊ᮰については、同ពがあっても⥭ᛴやࡴを得

ない状況であったかを点᳨し慎重に行うព㆑を高めた。これらのᶒ利᧦護についての取り組

みは、ពᛮ決定支援なども㚷み᭦に取組を強化していく必要がある。 

② ᗣ支援 

利用者のᗣ状況を常にᤸᥱし、適ษな支援を行うとともに、㌟体状況のኚ化や医⒪上の

ኚ化を的確に捉え、嘱託医、協力医⒪機関の協力を得て、の予防と᪩期対応に努めた。 

感染症については、１月にインフルエンザ㸿ᆺの集団感染があり感染対策の強化ᚭᗏを実施

した。また、長期入院があったことや、ᗣデ᩿では予測ができないが発症するなども

あった。 

③ 安心安全支援 
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6 月に入所された利用者が 9 月に一時所ᅾ不明となり、㆙ᐹや㏆㞄にも協力を得てᤚ⣴す

る事案があった。2 時間後に施設ᶓのⲔ⏿にて↓事発見できた。⤊ᜥ後の対応として、発

防止対策を即実施し、「利用者所ᅾ不明（行方不明）発生時対応マニュアル」を策定した。 

また、防犯㠃でも不審者から利用者・職員をᏲるため、「防犯管理マニュアル㸺不審者

入防止及び入時の対応㸼」を策定した。 

大規ᶍなᮾᾏ・ᮾ༡ᾏ・༡ᾏトラフ地㟈に備えた防災対策について、前年度より強化を進

めていたが、防災用品の㈙替えおよび᭷ຠな防災用品の新規購入が計画通り了した。 

 

➨㸰 యࡢ≧ἣ 

１ 利用状況 

 施設入所・生活介護の利用率ついて入退所に伴う退所から入所までの空床日数がከくなっ

ていることと、長期入院者がいたことで前年より下がっている。短期入所についても、感染

対策中の予約を中止したことがⱝᖸ影響し減となっている。ࢢループホームは利用率 100㸣

である。 

年度 施設入所 生活介護 短期入所 ࢢループホーム 

 定員 利用率 定員 利用率 定員 利用率 定員 利用率 

㹆28年度 50 98.3㸣 50 111.5㸣 4 42.7㸣 5 99.9㸣 

㹆29年度 50 97.5㸣 50 110.2㸣 4 39.9㸣 5 100.0㸣 

 

２ 経営状況 

  拠点区分光陽荘（施設入所、生活介護、短期入所、共同生活介護、特定相談支援事業及び、

法人本部）の介護給費等の障害福祉サービス等事業収入は 349,160 千円で、その他収入を

加えた収入合計は 351,781 千円となり、前年度 3,999 千円減である。理⏤は、退所から入所

までの空床及び長期入院者による空床による利用率減、及び新規入所者 4 名の障害支援区分

がపいことが主なものである。 

一方、支出合計は 289,242 千円と、前年度に比べ 2,418 千円増となった。人件費が前年比

2,972 千円増であるが、主な理⏤として一時金約 3,800 千円が前年にはなかったためである。 

他拠点への繰入金費用（支出）として、喜久の園に 6,900 千円・内田デイサービスセンタ

ーに 5,200 千円、計 12,100 千円がある。事業活動の収支差額（サービス活動増減差額）と

しては、前年度より 8,220 千円減ながら、45,110 千円の増となっており、本来事業での採算

性は当年度も全な経営が出来ている。 

大規ᶍな工事として浴室改修を実施し、その工事に伴う費用については、導入した機Ე浴

槽等もྵめ全体で約 35,000 千円の支出があるが、「職ሙ定╔支援助成金」3,000 千円の助成

金収入を得た。㸺29 年度の数値はいࡎれも決算見㎸み。以下、同じ。㸼 

㸺光陽荘（拠点区分事業活動による収支）㸼 

収入                                  （千円） 

区   分 平成２９年度 平成２８年度   増  減 

障害福祉サービス等事業収入 ３４９㸪１６０ ３５２㸪７１１ ３ڹ㸪５５１ 

そ の 他 の 収 入 ２㸪６２２ ３㸪０６９ ４４７ڹ 

計 ３５１㸪７８２ ３５５㸪７８０ ３ڹ㸪９９８ 
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支出                                  （千円） 

  区   分 平成２９年度 平成２８年度   増  減 

人 件 費 ２０６㸪１３０ ２０３㸪１５８ ２㸪９７２ 

事務費・事業費等 ８３㸪１１２ ８３㸪６６６ ５５４ڹ 

計 ２８９㸪２４２ ２８６㸪８２４ ２㸪４１８ 

  

３ 職員の状況 

 生活介護サービス費における人員配置体制加算で᭱も高い区分である「１㸬７：１」及び加

算要件の加配分を満たす職員配置基準の確保に努めた。 

   平成２９年度末の職員数は５６人で、そのうࡕ介護職員は常勤２７人と非常勤１５人であり

常勤換算で 35.1 人である。┳護職員等は常勤１名と非常勤５名であり常勤換算では 4.6 人で

ある。前年同期には育児休業中であった正規職員 2 名がᖐしていることもあり、3 人（常勤

換算 2.1 人）の増となっている。 

（平成３０年３月３１日⌧ᅾ） （人） 

区  分 事 務 室 介護職員 医務室 ㄪ理 計 

職 名 

施設長 

事務長 

介護部長 

介護部主ᖿ 

生活相談員 

事務室員 

主任 

主任 

一⯡ 

┳護職員 

ṑ⛉⾨生士 

管理 

ᰤ養士 
 

正 規 ３ ３ ２７ １ １ ３５ 

非正規 ０ １.５ １５ ４.５ ０ ２１ 

  計 ３（3.0） ４.５（4.0） ４２（35.1） ５.５（4.6） １（1） ５６（47.7） 

28 年同期 ３（3.0） ４.５（4.0） ３９（33.1） ５.５（4.5） 1（1） ５３（45.6） 

・医務室ව事務室職員 1 名各 0.5 人カウント        

・育休職員（介護職員、正規 1 名・非正規 2 名）はྵまない 

４ 施設整備等の状況 

成時期 整備等の内容 工事費等 

4 月 ᗯ下ቨ改修 864,000 円 

8 月 ᒃ室空ㄪ機入替（10 ྎ） 2,430,000 円 

事務室空ㄪ機入替 600,480 円 

9 月 

浴室改修工事 27,075,600 円 

浴室改修工事設計監理業務委託 993,600 円 

機Ე浴槽 2 ྎ及び࿘㎶機器（ストࣞッࢳャー・シャ࣡ーࢳェアー等） 7,135,560 円 

3 月 タイムࣞコーࢲー（本部購入 勤怠管理システム） 648,000 円 

 

５ その他 

（１）職員研修（資料 ２８・２９） 

研修への積極的参加をಁし、研修結果を職員全体会議等のሙにおいて報告を求め、広く職

員の資質の向上及び利用者支援・サービスの充実に資することができた。እ部研修や研✲大

会についてもできる㝈り積極的に参加し、ከくの職員が知㆑やᢏ⾡を深めることができた。 
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 また、全職員（ኪ勤者以እ）が受講できるよう全ᅜ┣重」障害者福祉施設研✲協議会の会長

をᣍき職員研修を実施したことは᭷ព⩏であった。 

（２）会議の開催 

全職員に対する施設の基本方㔪及び重要案件の確認、࿘知୪びに職員研修のሙとして、ᅄ

半期ࡈとに職員全体会議を開催し、円な施設運営と支援⬟力の向上のために資することが

できた。日常的・短期的な課題、行事等に関する協議、及び適ษな利用者サービスやຠ率的

な施設運営等のために、月 1回管理運営会議を開催した。なお、介護部においては、支援方

㔪の決定及び支援方法等のពᛮ⤫一のために主任主任会議を月 1回・ケアの質の向上や支

援方法の࿘知等のためにࢢループẖのケア࣡ーカー会議を月 1回・ಶ々の利用者への支援内

容については、サービス管理㈐任者がಶ別支援計画の作成等のためのケアプラン会議（支援

会議）を定期または㝶時開催した。 

（３）災害対策（資料 ２５） 

① ⅆ災、地㟈等の災害に備え、ẖ月 1回利用者の㑊㞴カ⦎を実施するとともに、ኪ間の

災害発生に備え、職員の⥭ᛴび出しカ⦎を実施した。また、防災用品・備品の購入を２

年計画で実施し了できた。 

（４）感染症予防対策 

1月にインフルエンザの集団発生があったが、12月から 3月は感染予防対策を強化実施し

た。利用者、職員への予防᥋種の実施・手指の消毒・職員はウイルス除ཤシート╔の⩏務

け・感染症対策委員会を中心とした研修の実施などをした。インフルエンザ発生時は直ࡕ

に対策の強化・ᚭᗏをしてᣑ大を防止した。 

また、1年を通し、ẖᮅ 5分間全職員で手すり等の一ᩧ消毒を実施している。 

（５）各種行事（資料 ２４） 

     利用者にᩥ化的な充足感をわってもらうために、Ꮨ⠇や㢼習を大ษにした各種行事を

画しᴦしく参加できるようにした。利用者が主体となるよう利用者のព見を取り入れྖ会

進行なども利用者に担ってもらった。 

（６）委員会（資料 ２６） 

 ①⾨生委員会 

労働安全⾨生法に基づく⾨生委員会をẖ月開催し、職員のᗣ管理及び災害防止等につい

て協議・᳨ウを行った。 

 ②リスࢡマネジ࣓ント委員会 

  事ᨾ防止対策として、事ᨾをデータ化し、分ᯒや評౯を行い「༴険の見える化」をᅗり、

ຠ果的な対策を講じ事ᨾ防止に努めた。 

 ③㌟体ᣊ᮰解消委員会 

  基本的人ᶒや人間のᑛ厳をᏲることをጉげないよう、利用者の生ཪは㌟体を保護するた

め⥭ᛴやࡴを得ないሙ合を除き、㌟体的ᣊ᮰その他利用者の行動を制㝈する行Ⅽを行なわ

ないよう対策を行った。 

 ④待防止委員会 

  利用者を待というᶒ利害からᏲり、ᑛ厳を保ᣢしながら安定した生活を送ることがで

きるように、職員のព㆑を高める取組みを実施した。具体的にはアンケートを実施しり

㏉りや、Ẽづき、ᶆㄒのᾐ透などを行った。 
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 ⑤感染症対策委員会 

  施設は感染症がᘏしやすい状況にあることを認㆑し、感染の⿕害を᭱ᑠ㝈にするため、

平常時から対策を実施するとともに、感染症発生時には感染のᣑ大防止のため㎿㏿で適ษ

な対応をᅗった。 

 ⑥その他委員会等 

職員は、利用者の安全の確保、利౽・快適性の向上、満足感のある施設生活の実⌧のため

にそれࡒれ担当する委員会やಀの目的を㐩成できるよう努めた。 

 

➨㸱 㒊㛛ูάື≧ἣ 

１ 事務部門 

顧問会計士及び社会保険労務士等との㐃ᦠをᐦにし、コンプライアンス（法௧㑂Ᏺ）とࣔ

ラルの㑂Ᏺを常にᛕ㢌に置き、また、法人内規則・規程の⇍知を心け、正確かつ㎿㏿な事

務処理を行うよう努めた。 

① 新会計基準が適正かつ円に実施できるよう、法人会計実務の知㆑の習得に努めた。

また、施設間の㐃⤡・㐃ᦠをᅗり報の共᭷に心けた。 

② 管理運営会議を月 1回開催し、日常的・短期的な課題、行事等への対応について協議

し、適ษな利用者サービス及びຠ率的な施設運営等に役立てた。 

③ 予算のຠ率的執行がᅗられるよう、職種間の㐃ᦠに努めた。 

④ 顧問会計士及び社会保険労務士等との㐃ᦠをᐦにし、コンプライアンス（法௧㑂Ᏺ）

とࣔラルの㑂Ᏺを常にᛕ㢌に置いた。また、法人内規則・規程の⇍知を心け正確か

つ㎿㏿な事務処理を行うよう努めた。 

⑤ 新たに施行されたマイナンバー制度については、ಶ人報の保護や利用制㝈のᚭᗏな

ど適正で確実な取りᢅいに努めた。 

⑥ 障害者総合支援法請求事務や利用者負担金請求事務に関し、請求ㄗり、₃れが↓いよ

う法改正や請求ࢯフト用方法等のኚ᭦に的確に対応できるよう努めた。 

⑦ 積極的に OA機器を活用し、事務のຠ率化に努めた。 

ո 日用品、消⪖品等の計画的な購入・管理に努め、コストのప減に心けた。 

չ 施設設備、器具、備品の保Ᏺ管理をᚭᗏし、施設機⬟の⥔ᣢに努めた。 

 

２ 相談部門 

相談援助や他部⨫との協働、㡸り金関ಀの適正な管理事務、他機関との㐃ᦠ、家族への㐃

⤡等、利用者の生活の質の向上にಀる業務を主として実施した。 

① サービス管理㈐任者を中心に、ಶ別支援計画に基づいたサービスの実⌧や評౯等に努

めた。 

② ಶ別支援計画の確実な実⌧に向けて介護職員を支援・指導した。 

③ 利用者に必要な報を適ษな方法㺃わかりやすい⾲⌧を用いてᥦ౪し、利用者のពᛮ

を確認した。施設利用に㝿しては、利用者及び家族への十分なㄝ明と報のᥦ౪に努

めた。 

④ サービス利用に伴う各種手続き等事務௦行を的確に実施した。 

⑤ 地域の㈗重な社会資※として地域のニーズに的確に応えるため、施設機⬟の充実及び
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職員の資質の向上に努めた。 

⑥ 他施設、関ಀ機関、関ಀ団体等との報の交換及び㐃ᦠに努めた。 

⑦ 利用者㡸り金等の適正な管理に努めた。 

ո 利用者の自ᕫ決定をᑛ重し、利用者がそのᶒ利を十分に理解・活用していけるように

援助するとともに、ពᛮ決定⬟力の不十分な利用者に対して、常に᭱善の方法を用い

て利益とᶒ利を᧦護した。 

չ 利用者のプライバシーを᭱大㝈にᑛ重し、利用者や関ಀ者からの報のᚩ取は、業務

上必要な⠊ᅖにとどめ、その⛎ᐦを保ᣢした。 

պ 利用者の援助のために利用者に関する報を関ಀ機関・関ಀ職員と共᭷するሙ合、そ

の⛎ᐦを保ᣢするよう᭱善の方策を用いた。 

ջ 常に業務を点᳨、評౯を行い、業務の改善に努めた。 

 

３ 介護部門 

 （１）支援体制全⯡ 

各部⨫との㐃ᦠ、協力の下、利用者ಶ々人に対しきめ細かな支援ができた。また、ࢡラࣈ

活動、リラࢮࢡーション等のవᬤ、生きがい活動に関わる支援は、日中活動担当を中心に、

ループᶓ᩿的に展開した。就労的要素のある作業作活動では、ಶ々の作業⬟力が十分活ࢢ

用できるよう工ኵした。作業、作活動に㥆染みにくい利用者については、日常生活にᴦし

みやᙇり合いを感じてもらえるよう、ࡱかࡱか㎰園（果ᶞ園、ᩓṌ道、⏿）の活用に加え、

ミュージッࢡケア等を実施し、心㌟に快い่⃭を与え⥴の安定をᅗることができた。 

また、利用者の生活や人間関ಀが施設の中に留まらないよう、積極的に地域に出け、あ

るいは地域の方をᣍいて、ከくの人とコミュニケーションがᅗれる機会をᥦ౪した。こうい

った取り組みは地域交流のᣑがりと光陽荘利用者に対する地域ఫẸの理解を深めることに

繋がっている。 

家族と交流がᅗれるよう行事を工ኵし、利用者や職員とᴦしい時間を共᭷していただけた。

また、必要に応じてಶ々の利用者の様子を伝え良ዲな関ಀの⥔ᣢに努めた。 

利用者一人ࡦとりからニーズの⪺き取りを行い、サービス管理㈐任者がケアプランを作成

するとともに、利用者᠓談会等を通して、利用者の要ᮃ、ព見をᢕᥱした。これらをケア࣡

ーカー会議、主任主任会議、ケアプラン会議においてヰし合い合ព形成をᅗり、利用者支

援の充実に繋げた。記㘓管理システムの活用においても、業務のຠ率化、各部⨫での報の

共᭷、データの管理、集計、分ᯒに役立てた。 

（２）資料⦅より 

① 苦解決（資料 １１） 

苦受❆ཱྀを設置し、利用者からの苦に┿ᦸに対応するとともに、苦解決第三者

委員に対する報告のሙを設け助ゝを受けた。 

② 事ᨾ防止・待防止（資料 １８） 

施設内の事ᨾ防止のため安全な動⥺の確保、適ษな職員配置及びリスࢡマネジ࣓ントの

ᚭᗏに努めた。㌟体ᣊ᮰についてはࡈ家族の同ពを得たうえで⥭ᛴやࡴを得ないሙ合に

㝈り行うこととし、極めて慎重に取りᢅうことをᚭᗏした。待については障害者待
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防止法の理解と㑂Ᏺをᅗり、待防止委員会において待に対する自ᕫ評౯やព㆑ㄪ査

を行った。 

③ 職員研修（資料 ２８） 

利用者の障害特性を理解し、より適ษな支援を行うために、職員の各種研修会への参加

୪びに施設内研修等を積極的に推進した。施設内研修では、介護職員のຮ強会の他、እ

部講師をᣍきよりከくの職員が参加できた。講師については᭷ព⩏な研修となるよう厳

選し౫㢗した。新人職員にはࢳューター制による相談相手のいる⎔ቃを作り、ࣔࢳベー

ションの向上と知㆑やᢏ⾡の習得をᅗった。 

④ 平日の活動（資料 ２２） 

平日は作業作活動・リラࢮࢡーション・ࢡラࣈ活動など定␒の活動を自ᕫ選ᢥ（ពᛮ

⾲♧のできない利用者へは職員がẼᣢࡕをくみ取り選ᢥ）し、参加していただくととも

に㐌末はフリータイムでのんびり自⏤に㐣ࡈす生活スタイルを基本とした。同時に、月

単位、年単位でバラエティーにᐩんだᴦしみな活動をᥦ౪することで、選ᢥ⫥を広げ施

設の中で画一的に暮らすことがないよう工ኵできた。 

⑤ イベント・交流等（資料 １６・１７・２４） 

⣡涼⚍や収✭⚍など、地域の方をከくᣍき交流を深めた。㡢ᴦࢡラࣈやኴ㰘ࢡラࣈ・

作品の販売は施設እでの出₇・出店౫㢗も増え、ከくのイベントに参加することがで

きた。利用者の社会参加や地域での認知度を高めることができている。 

⑥ 作業・作活動（資料２２(1)） 

作業作活動（平日の༗前中）は、利用者の障害特性をࡩまえて、「働くこと」や「施

設እ交流」をព㆑し支援に努めた。出来上がった品≀は利用者自らも販売にᦠわり、自

分の作ったᑠ≀や㎰作≀が売れる喜びを感じ、工㈤を受けることがᙇり合いや励みに繋

がっている。 

⑦ リラࢮࢡーション（資料２２(2)） 

作業作活動への参加が㞴しい利用者は、平日の༗前中「ࡱかࡱか㎰園」に出け、草

ⰼやᅵ㢼にゐれながらᩓṌをᴦしみ、体力増進やẼ分転換をᅗった。㎰園で採れたࣈル

ーベリーなどそのሙでもࡂ取ってわうなどᏘ⠇感あࡩれる体㦂の機会がᥦ౪できた。

㞵ኳ時は、㡢ᴦや荘内ᩓṌなどኳ候にかかわらࡎᴦしみな活動を展開している。 

ո ࢡラࣈ活動（資料２２(2)） 

չ 㡢ᴦࢡラࣈ・ኴ㰘ࢡラࢡ・ࣈッキンࢡࢢラࣈ・スポࣞࢡࢡラࣈ・点Ꮠࢡラࣈ・生ⰼࢡ

ラࣈをẖ月各 1回実施し、➗㢦・生きがい・自ᕫ実⌧・地域交流に繋がる活動がᥦ౪で

きた。 

պ ᕼᮃእ出（資料 ２３） 

㐌 1 回実施しているእ出とは別に、」数の日ᖐり᪑行等を画ᥦ案し、利用者が選ᢥし

て参加する特別なእ出について支援した。利用者はẖ年ᴦしみにし、様々な体㦂をして

いる。 

ջ ಶ別支援（資料２３） 

ᕼᮃእ出の一㈏であるが、予めいくつかのコースを用ពしたᕼᮃእ出以እのእ出をᕼᮃ

したሙ合や、㝶時必要となった利用者がᕼᮃするእ出等に対して行うಶ別እ出について

も支援し喜んでいただいている。 
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ռ その他基本的生活支援（資料５・６・７等） 

食事・入浴・ἥ・整容等の基本的生活୪びにᒃఫ空間のᤲ除・整理整㡻を常に心け、

Ύ₩で快適な生活がᥦ౪できる支援を行った。 

常に利用者の「人ᶒ」をᑛ重し、利用者が主体的に生きていけるよう、ព工ኵをもっ

て支援・介護を行うよう努めた。 

 

４ 医務部門（資料 １２・１３） 

① 利用者、職員のᗣ保ᣢ及び⾨生管理に努めた。 

② 利用者、職員のᗣ管理のため、年 2回のᗣデ᩿を実施し、᳨査の必要な職員に対

しては嘱託医の助ゝの下に受デ່ዡを行った。 

③ 利用者の㌟体状況のኚ化や医⒪上のኚ化を的確に捉え、嘱託医、協力医⒪機関の協力を

得て、の予防と᪩期対応をᅗった。 

④ 利用者が入院したときは、院ཪは家族との⥭ᐦな㐃ᦠの下に、利用者の支援に努めた。 

⑤ 利用者のᗣ状況を常にᤸᥱし、適ษな支援を行うとともに、家族に対し医⒪報の積

極的なᥦ౪に努めた。 

⑥ インフルエンザ࣡ࢳࢡン等予防᥋種の実施୪びにその他の感染症の᪩期発見、᪩期治⒪

に努め、感染症対策をᚭᗏした。 

⑦ ᢞ⸆の管理等に細心の注ពをもって当たった。 

ո 利用者の౽⛎による苦③の軽減をᅗるため、自↛౽の習័けをಁ進し、運動、水分

ᦤ取、下のㄪ⠇等について助ゝ、支援を行った。 

չ 嘱託内⛉医・精⚄⛉医指♧の下、適時適ษな受デを行った。 

պ 地域の院施設㐃⤡会に参加し、利用者に対するよりよいサービスのᥦ౪のための報

の収集に努めた。 

ջ ཱྀ⭍⾨生の保ᣢのためṑ⛉⾨生士によるཱྀ⭍ケアを実施するとともに、年に一度ṑ⛉᳨

デを実施し、ᗣなṑの保ᣢに努めた。 

 

５ ㄪ理部門（資料 ２４（３）） 

① 食を通してᏘ⠇感をわうことの出来る࣓ニューの作成及び適 給食のᥦ౪に努めた。

また、リࢡエスト食を取り入れ、利用者一人ࡦとりが自分の選ᢥにより食事をᴦしࡴ機

会を増やした。 

② 委託業者との合同による給食会議を開催し、介護⌧ሙのព見、利用者のᕼᮃがᫎでき

る充実した食事サービスのᥦ౪に努めた。 

③ ⨾しく食事ᥦ౪ができるよう食ᇽ内の㞺ᅖẼづくりを行った。 

④ Ⴔዲㄪ査を実施し、Ⴔዲにἢった食事サービスのᥦ౪に努めた。 

⑤ 医務室との㐃ᦠの下、利用者のᗣデ᩿結果を踏まえて食事内容をㄪ整した。 

⑥ 常に⾨生管理に配慮し、食中毒のᮍ↛防止をᅗった。 

⑦ ᰤ養ケアマネジ࣓ントを行い、ಶ々のᰤ養状態・㌟体状況に合わࡏたプランを作成し、

ᗣ状態の⥔ᣢ・向上に努めた。 
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➨㸲 ▷ᮇධᡤ事業 

利用者への支援はもࡕろん、介護者であるࡈ家族の介護㔞の負担軽減にも役立て、ᅾᏯ生活

が継続できるよう、短期入所のニーズに適ษに応えた。他事業所とే用して利用される方もከ

いため、常に報の交換を行うなど㐃ᦠをᅗりながら、スムーズな受け入れやよりよいサービ

スᥦ౪に努めた。 

 

ࠝ日中一時支援事業：障害者総合支援法にಀる菊川市・川市委託事業ࠞ 

障害児（者）の日中の生活を一時的に確保するሙとし、市⏫から委託を受け地域生活支援を

行う。 

  平成２９年度における通所ᕼᮃ者については、同じサービス内容の生活介護を利用してもら

うことでニーズに応えられている。生活介護の要件にヱ当しないケースのሙ合は、日中一時支

援の利用を⪃える。 

 

第５ 共同生活援助事業「ࢢループホームたんࡱࡱ」 

ループホームにおいては職員のサポートを受けながら家ᗞ的な生活が送れるよう支援しࢢ

た。自分の空間（ᒃ室）ではプライバシーに配慮された自⏤な時間が確保されること、共᭷ス

 。ことができることに配慮したࡴースにおいては団ḗの時間をᴦし࣌

日中活動では、平日は光陽荘の「生活介護」を利用し、光陽荘入所者と同様の活動をᴦしみ、

㐌末やᖐᏯ後は「たんࡱࡱ」⊂自のእ出やイベントを画・実施するなど、ᖜ広い活動参加や

₶いのある生活を送っていただいている。Ꮨ⠇を感じられるジャム作りやバーベキューなどは

利用者から大ኚዲ評であるし日ᖐり᪑行も喜ࡤれた。 

利用者一人ࡦとりの支援については、サービス管理㈐任者がಶ別支援計画の中で、円満な人

間関ಀ、自立や社会参加、➗㢦のある日常生活といったど点で目ᶆを立て、ୡヰ人や支援員は

計画に基にサービスをᥦ౪した。 

 

㸺各種活動支援㸼 

（１）日中活動 

 ᩓṌ・㈙い≀・自立度を高める・㊃をᴦしࡴ・家ᗞ⳯園などの支援をした。平日はバッࢡ

アップ施設である光陽荘生活介護サービスを利用し、作業作活動・ࢡラࣈ活動・各種行事等

利用者ಶ々人のᕼᮃに合わࡏ参加できるように支援をした。 

（２）食事 

ᰤ養バランスを⪃え利用者のႴዲも取り入れながらᗣ的で⨾しい食事ができるよう支

援した。食事にಀる一㐃の作業に利用者も積極的に加われるよう働きかけた。配⮃や┒だけ

でなく、⋞関前のᑠさな⏿で数種の㔝⳯を育て食材に取り㎸ࡴなど、食を通して得られる㇏か

な体㦂ができるよう⪃え支援している。 

（３）ᗣ管理 

定期ᗣデ᩿を光陽荘利用者に合わࡏて年 2 回実施した。必要な受デについてもきῧい等

の支援を行った。なお、ṑ⛉᳨デ及びṑ⛉⾨生士によるཱྀ⭍ケアについても、光陽荘利用者と

同様に行なった。 
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（４）వᬤ活動 

日々の生活において生きがいをもって㇏かに㐣ࡏࡈるよう、వᬤの㐣ࡈし方を利用者が中心

となってつくりあげた。ୡヰ人等はこれを積極的に支援した。 

また、地域の催し≀への参加や、日常的にᩓṌに出けするなどして地域ఫẸとの᥋ゐに努

めた。 

（５）災害、防災 

ホームスプリンࢡラー及び自動ⅆ災報知設備、インターホーン、非常び出しセンサー等の

設備に加えて、ኪ間支援従事者を配置することにより、災害・防災体制の全をᅗった。加え

て、常に光陽荘との㐃ᦠをᅗった。また、地元自治会が実施する地域防災カ⦎にも参加した。 

（６）苦相談・解決 

光陽荘と共通の苦相談❆ཱྀ・体制において┿ᦸに対応するとともに、苦解決第三者委員

に対する報告のሙを設け助ゝを受けた。 

（７）金㖹管理 

利用者等から㡸託された金㖹及び各種書㢮のᢅい及び利用者及び家族等への報告等につい

ては、光陽荘と同様の取りᢅいをした。 

（８）ኪ間支援体制 

ኪ間から᪩ᮅにかけて、ኪ間支援従事者１名を配置した。また、ୡヰ人等と協力しኤ食・ᮅ

食のㄪ理・介助、入浴・ἥの介助、Ὑ℆、ᒃ室・⾰㢮等の整理整㡻など各種の支援を行なっ

た。 

 

第６ 特定相談支援事業「光陽荘障害者相談センターすてっ」 

障害福祉サービスをᕼᮃする施設入所者及びᅾᏯ障害者の要請に応じて、サービス等利用

計画案の作成を行い、定期または㝶時に計画の評౯・見直し（ࣔニタリンࢢ）を行った。計

画の作成だけでなく、担当利用者の✺発的な相談等にも応じ、必要な支援をコーディネート

した。ᅾᏯのᅔ㞴ケースについても、㝶時必要に応じてゼ問や担当者会議を開催しᅾᏯ生活

が円に継続できるよう支援した。 

また、ᮾ㐲地区自立支援協議会相談部会に出席し、他の事業所と報交換をするなど地域

の実や課題についてのᢕᥱや㐃ᦠに努めた。 

サービス等利用計画案の作成実⦼は、利用計画案・ࣔニタリンࢢ報告書を合わࡏ前年比 6

件増である。 

 

サービス等利用計画案の作成実⦼ 

種 別 平成２９年度 平成２８年度 

サービス等利用計画案 ２１件 ４７件 

ࣔニタリンࢢ報告書(サービス利用計画の見直し) ７７件 ４５件 

合計 ９８件 ９２件 
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　１　㞀ᐖ支援区分別利用（入所）者数
　２　年齢別利用（入所）者数
　３　利用（入所）者平均年齢
　４　在所期間別利用（入所）数

　６　入浴介助状況者数

　７　排泄介助状況者数
　８　面会状況
　９　帰省（外Ἡ）状況
１０　入所・退所状況
１１  苦情受付状況
１２　他医療機関への受診状況（延人数）
１３　利用者医療状況

１４　所在状況
１５　入所申込み（待機者）状況
１６　ボランティア（వᬤ支援）状況
１７　ボランティア（奉仕）状況
１８　事故調査状況
１９　実習状況
２０　短期入所利用状況　　生活介護利用状況
２1　施設入所利用状況　　䜾ループホーム利用状況
２２　全体ⓗ支援の状況
２３　個別ⓗ支援の状況
２４　行事の状況
２５　㑊㞴防⅏カ⦎の状況
２６　ྛ✀専門委員会の状況
２７　ᐙ᪘会との㐃ᦠ状況
２８　職員◊ಟ状況
２９　職員⿕表ᙲ者の状況
３０　༠ຊ医療機関・㏻院機関の状況

資 料 編

（平成29年度/平成30年３月３１日現在）

光　　陽　　荘

　５　食事介助状況者数
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䊠䠊利用実績

１　㞀ᐖ支援区分別利用（入所）者数
光陽荘

(男性 女性 )
(男性 女性 )

た䜣䜍䜍

(男性 女性 )
(男性 女性 )

２　年齢別利用（入所）者数
光陽荘

20歳以
下

21歳～
30歳

31歳～
40歳

41歳～
50歳

51歳～
60歳

61歳～
64歳

65歳～
　69歳

70歳
以上

80歳
以上

0 3 1 6 5 4 0 1 1

0 1 3 9 4 5 4 2 1

0 4 4 15 9 9 4 3 2

た䜣䜍䜍
20歳以

下
21歳～
30歳

31歳～
40歳

41歳～
50歳

51歳～
60歳

61歳～
64歳

65歳～
　69歳

70歳
以上

80歳
以上

0 0 0 1 0 0 0 0 0

0 0 0 1 2 0 0 1 0

0 0 0 2 2 0 0 1 0

３　利用（入所）者平均年齢

４　在所期間別利用（入所）数
光陽荘

1年 1年～ 5年～ 10年～ 15年～ 20年

未満 5年未満 10年未満 15年未満 20年未満 以上

2 0 5 5 0 9

3 3 3 2 3 15

5 3 8 7 3 24

（平成30年3月31日現在）

区分１・２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 合　計

男　性 0 0 1 0 20 21

女　性 0 1 3 2 23

合　計 0 1 4 2 43

0.0% 2.0% 8.0% 4.0% 86.0%

29

50

100.0%

5.74 5.90 5.74
平成29年度 5.92 6.00 5.86

割合(%）

（平成30年3月31日現在）

区分１・２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 合　計

平均㞀ᐖ支援区分

2 4

男　性 0 0 0 0 1

0 0 2 3

1

女　性 0 0 0 2

5

割合(%） 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 60.0% 100.0%

合　計 0

平均㞀ᐖ支援区分 5.60 6.00 5.50
平成29年度 5.60 6.00 5.50

（平成30年3月31日現在） （平成29年3月31日現在）

合　計 合　計

男　性 21 男　性 20

女　性 29 女　性 28

合　計 50 合　計 48

（平成30年3月31日現在） （平成29年3月31日現在）

合　計 合　計

男　性 1 男　性 1

女　性 4 女　性 4

合　計 5 合　計 5

光陽荘 （平成30年3月31日現在） （平成29年3月31日現在）

平均年齢 最低年齢 最高年齢 平均年齢 最低年齢 最高年齢

男　性 50.4 26 81 男　性 50.8 25 80

女　性 54.3 21 86 女　性 54.1 20 85

合　計 52.7 合　計 52.7

た䜣䜍䜍 （平成30年3月31日現在） （平成29年3月31日現在）

平均年齢 最低年齢 最高年齢 平均年齢 最低年齢 最高年齢

男　性（1人） 50.0 50 男　性 49.0 49

女　性（4人） 58.3 50 73 女　性 57.3 49 72

合　計 56.6 合　計 55.6

（平成30年3月31日現在）

合計 平均在所期間

男　性 21

女　性 29

合　計 50 17年２䛛月
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た䜣䜍䜍

1年 1年～ 3年～ 5年～ 7年～ 9年

未満 3年未満 5年未満 7年未満 9年未満 以上

0 0 0 0 0 1

0 0 0 1 0 3

0 0 0 1 0 4

７　排泄介助状況者数

８　面会状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

44 40 30 48 66 25 78 33 37 8 24 29

1.5 1.3 1.0 1.5 2.1 0.8 2.5 1.1 1.2 0.3 0.9 0.9

９　帰省（外Ἡ）状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

3 4 2 2 6 1 1 1 11 11 0 0

10 6 0 1 33 0 0 0 27 35 0 0
人数は実人数・日数は在籍数

１０　入所・退所状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1

0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

50 48 50 50 50 50 50 50 50 49 49 50

（平成30年3月31日現在）

合計 平均在所期間

男　性 1

女　性 4

合　計 5 12年4䛛月

５　食事介助状況者数
（平成30年3月31日現在） （平成30年3月31日現在）

区　　 分 人　数 割　合 区　　 分 人　数 割　合

全面介助者 3 6.0% 全面介助者 2 4.2%

一部介助者 45 90.0% 一部介助者 46 95.8%

介 助 な し 2 4.0% 介 助 な し 0 0.0%

（平成30年3月31日現在） （平成30年3月31日現在）

区　　　分 人数 割　合 区　　　分 人数 割　合

個　　浴 12 24.0% 特 別 浴 1 2.1%

（平成30年3月31日現在）

区　　 分 人数 割　合

２～３人浴 21 42.0% 個      浴 12 25.0%

区　　 分 人数 割　合 おむつ使用者 4 8.3%

おむつ使用者 3 6.0% 紙ﾊﾟﾝﾂ又はﾄｲﾚ介助者
ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚ使用者 40 83.3%

紙ﾊﾟﾝﾂ又はﾄｲﾚ介助者､
ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙﾄｲﾚ使用者 49 98.0% 見Ᏺり 4 8.3%

（平成29年度）

合　計 平成28年度

人　  数 462人 393人
1日平均人数 1.3人 1.1人

（平成29年度）

合　計 平成28年度

人　数 42人 54人

日　数 112日 126日

（平成29年度）

合　計 平成28年度

入所者数 5人 1人

退所者数 3人 3人
月末在籍者数 596人 595人

中　間　浴 14 28.0%
ᐷ　　浴 3 6.0%

６　入浴介助状況者数

（平成30年3月31日現在）

見Ᏺり 4 8.0%
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１１  苦情受付状況

１）苦情受付件数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0

２）苦情の分類一覧

１２　他医療機関への受診状況（延人数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

10 2 2 3 2 7 1 1 4 14 3 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2

1 0 1 0 1 3 0 0 0 1 1 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

2 2 1 2 3 2 0 1 2 0 5 2

1 2 2 2 0 3 0 2 1 1 3 3

0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3

0 0 4 3 5 5 0 4 1 2 6 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 3 1 0 1 4 0 0 1 0 0

15人 7人 15人 12人 13人 22人 6人 9人 10人 21人 22人 22人

嘱託医による受診（往診）状況（延人数）
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

27 20 19 23 23 26 22 59 18 23 7 14

26 26 27 27 28 28 26 55 28 27 29 29

53人 46人 46人 50人 51人 54人 48人 114人 46人 50人 36人 43人

１３　入院・処置状況

　１）　入院状況 ２）　処置状況

人数 人数 人数 人数

3 1 0 45 0 41 0

1 1 0 2 0 1 0

0 0 㝶時 3 㝶時 2

1 0 0 㝶時 0 㝶時 1

10 1 7 0

（平成29年度）

合　計 平成28年度

苦情受付件数 6件 4件

（平成29年度） （平成28年度）

苦  情  の  分  類 件  数 苦  情  の  分  類 件  数

ケアの内容に関わる事項 2 ケアの内容に関わる事項 1

個人の嗜好・選択に関わる事項 0 個人の嗜好・選択に関わる事項 0

他の利用者・職員に関わる事項 4 他の利用者・職員に関わる事項 1

面会者に関わる事項 0 面会者に関わる事項 0

0 財産管理等に関わる事項 0

施設内規に関する事項 0 施設内規に関する事項 0

財産管理等に関わる事項

その他 0 その他 2

合          計 6件 合          計 4件

51人 20人

精神科 0人 3人

（平成29年度）

計 平成28年度

内　科

20人

脳外科 14人 13人

整形外科 10人 4人

20人 27人

皮膚科 2人 15人

外　科 5人 2人

泌尿器科 22人

1人

耳鼻科 5人 13人

歯　科 33人 25人

10人 0人

計 平成28年度

፬人科 1人 5人

ᾘ器科 1人

内　科 281人 326人

精神科 356人 366人

合　　計 637人 692人

（平成29年度） （平成30年3月31日現在）

治療科 治療科 平成28年度 処置状況 処置状況 平成28年度

内科 泌尿器科 経口与薬 経管栄養

精神科 整形外科 尿カテーテル␃置 㓟⣲྾入

眼科 口⭍外科 創傷処置 浣腸、摘便

脳外科 神経内科 軟膏塗布 ‵布等（③み⦆）

点　眼 点鼻

174人 175人合　　計

⿵ල外᮶

眼　科
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１４　所在状況

入居 退去 在籍者数 入所 退所 入所 退所 在籍者数 入所 退所

1 3

1 4

1 1 2

1 1

1 0 1
2 1 6 1
1 1 1 3

1 2 1

0 1 1

0 1

1 1 1

1 1

1 1 1

6 1

1 4 5人 3人 48人 1人 3人

１５　入所申込み（待機者）状況

１６　ボランティア（వᬤ支援）状況 　（敬⛠␎）

１７　ボランティア（奉仕）状況 　（敬⛠␎）
年間延日数 実人数

1 12

1 26

29 2

10 2

7 6

1 14

1 3

1 2

44 5

95日 72人

（平成30年3月31日現在）

市町名 在籍者数
入所･退所状況 平成29年3月31日現在

市町名 在籍者数
入所･退所状況 平成29年3月31日現在

下田市 1 ↝ὠ市 3
南ఀ㇋町 1 ⸨ᯞ市 4
松崎町 1 牧之原市 3

ᮾఀ㇋町 1 ྜྷ田町 1

ఀᮾ市 1 川᰿本町 0
ὠ市 2 浜松市 5
୕島市 1 磐田市 3
ఀ㇋市 1 掛川市 3

ఀ㇋のᅜ市 0 †す市 1
清Ỉ町 0 ᳃町 1

御Ẋሙ市 2 神ዉ川県ᶓ㡲賀市 1
ᐩ士ᐑ市 1 ᮾி㒔㊊立区 1
ᐩ士市 1 ᒱ㜧県㔝町 1
静岡市 6 御前崎市 1

島田市 3 合　計 50人

（平成30年3月31日現在）

市区町名 申込者数 平成29年3月31日現在 市区町名 申込者数 平成29年3月31日現在

菊川市 0 1 静岡市清Ỉ区 2 1
御前崎市 1 1 静岡市ⵇ区 1 1
磐田市 1 2 掛川市 2 3

浜松市中区 1 1 ឡ▱県岡崎市 1 1
浜松市南区 0 0 神ዉ川県ᶓ㡲賀市 0 1

浜松市浜区 1 1

ḷの披露

浜松市ኳ❳区 1 1 合　　計 11人 14人

1名 ⛅の✭祭に䛶オカリ䝘演奏

（平成29年度）

月　　日 団体名（代表者名）および個人名 人数 内　　　　容

6月28日 ア䜶ルㅮᗙ合ၐ団 10名⛬度

（平成29年度）
団体名（代表者名）および個人名 内 容 活動日

市民・䛘䜇䜝䜣の会 も䛱つ䛝会手伝い 5月17日

ᐙ᪘会 施設整ഛ（㎰園、施設࿘㎶のⲡྲྀり） 5月20日

市民 創స活動手伝い 定期（月2～3回）

市民 ⦭い物 定期（月1回）
小学生・中学生

（ボランティア体㦂） 創స活動・⏿స業 夏ఇみ

市民・ඖ職員・職員の▱人 ⣡ᾴ祭ᶍᨃᗑ・╔付け 8月26日

ᐙ᪘ ↝䛝Ⱎసり 11月29日
小学生・中学生

（ボランティア体㦂） 創స活動 ఇみ

ᐙ᪘ 施設・㎰園・⏿のస業等 㝶時

平成28年度　合計

合計 年間日数113日　　年間人数　69人

11月20日 㼒㼞㼑㼑ボーカリスト　㻾㻻㻷㼁　　他 ２名 ḷ・楽器演奏

9月22日 もみ䛨の会 20名⛬度 リྫྷ・ḷ披露

11月8日 オカリ䝘奏者䠖䛘䜣䛨䜝䛖
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その他༠ຊ者（ボランティア・㈍）　（敬⛠␎）

年間延回数 実人数

44 1

10 2

21 2

12 1

12 1

3 3

10 10
112人 20人

その他༠ຊ者（ᐤ付者）　　（敬⛠␎）

１８　事故調査状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計
怪我 0 1 1 0 1 0 2 1 3 1 0 2 12

0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2

3 0 3 1 4 1 4 4 4 2 0 0 26

0 3 1 5 5 2 0 2 4 5 5 4 36

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2
1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 2 0 7

食物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

薬 2 0 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 8

1 1 0 0 2 1 0 4 1 1 0 0 11
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ケア 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 3 0 0 0 0 1 1 0 1 0 2 9

物損 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
3 1 1 4 1 2 3 1 0 3 1 2 22

他ᐖ 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 3
0 1 0 2 1 2 0 0 0 1 2 0 9

1 0 1 0 2 1 1 1 0 0 0 5 12

12 10 9 15 19 10 13 16 15 14 10 16 159

団体名（代表者名）および個人名 内 容 活動日

岡田ඛ生 㡢楽指導・䝢ア䝜ライブ・イベントཧຍ 月᭙日・イベント時

㥏ⳫᏊ䜔っこ 㥏ⳫᏊの㈍ ➨１Ỉ᭙日

中ᮧ⨾容ᐊ ᩓ㧥 ➨2・➨4月᭙日

の㍯ၟ事 ㌴᳔Ꮚ点᳨・㈍ ➨2月᭙日

ⲡ➜ パン⣡ရ ➨3月᭙日

㻹䝛ットᮾ㐲 クリーニン䜾 ⣡ᾴ祭・⛅祭り・物⾰料

点訳䝃ークルἨ 点Ꮠ指導・ὶ ➨4月᭙日

合計

ᐤ付者 ᐤ付㔠ရ名 ᐤ付日

ᐙ᪘ リクライニン䜾電動シ䝱䝽ー䝏䜵アー 9月19日

᫂るい♫会䛵䛟り運動菊川ᆅ区༠㆟会 タオル　300ᯛ 11月24日

施設職員 䝫ータブル྾ᘬ器 1月10日

静岡県す部どぬ㞀ᐖ者ぶの会 㔠　100,000 2月9日

その他のᐤ付㔠ရ 点Ꮠカレン䝎ー　他

（平成29年度）

0

4

10

28年度

21

2

1

9
0

0

1
2

64

127

3

14
0

1
8

0

合　計

その他

異食・誤飲

自傷

怪我↓

ショート忘れ物

私物紛失

物損

怪我᭷

㦵ᢡ・ᡴ᧞・・⬺⮻

誤薬

投薬忘れ

㓄薬

爪切り

転倒

転落・滑落

切傷・᧿㐣傷

⾪✺

誤嚥

-66-



１９　実習状況

20 1

20日 1人

介護等体㦂

1 1

1日 1人

２０　短期入所利用状況　　生活介護利用状況

短期入所

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

10 9 12 10 12 9 12 13 10 7 9 10

39 45 55 52 61 44 66 61 48 28 33 51

1.3 1.5 1.8 1.7 2.0 1.5 2.1 2.0 1.5 0.9 1.2 1.6

32.5% 36.3% 45.8% 41.9% 49.2% 36.7% 53.2% 50.8% 38.7% 22.6% 29.5% 41.1%

生活介護

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

65 63 63 65 68 65 66 66 64 63 62 65
1,184 1,236 1,220 1,299 1,292 1,239 1,304 1,240 1,268 1,184 1,081 1,274

53.8 53.7 55.5 56.5 56.2 56.3 56.7 56.4 55.1 51.5 54.1 55.4
107.6% 107.5% 110.9% 113.0% 112.4% 112.6% 113.4% 112.7% 110.3% 103.0% 108.1% 110.8%

２1　施設入所利用状況　　䜾ループホーム利用状況

施設入所

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50
1,422 1,474 1,474 1,549 1,517 1,495 1,545 1,490 1,502 1,461 1,346 1,511

47.4 47.5 49.1 50.0 48.9 49.8 49.8 49.7 48.5 47.1 48.1 48.7

94.8% 95.1% 98.3% 99.9% 97.9% 99.7% 99.7% 99.3% 96.9% 94.3% 96.1% 97.5%

䜾ループホーム

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

150 155 150 155 155 150 155 150 155 155 140 155

5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0
100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

（平成29年度）

学 校 名 等 実 習 名 　年間延日数　 実人数 平成28年度

静岡福祉学 介護福祉実習 25 2

静岡こども福祉専門学校 介護実習 5 3

静岡歯科⾨生士専門学校 ⮫ᆅ実習(歯科⾨生士養成ㄢ⛬） 4 2

浜松学 ⮫ᆅ実習（管理栄養士養成ㄢ⛬） 0 0

合計 34日 7人

（平成29年度）

学 校 名 等 実 習 名 　年間延日数　 実人数 平成28年度

ᓅὒ中学 福祉体㦂 0 0

↝ὠ高校 職ሙ体㦂 0 0

掛川特別支援学校 ᩍ⫱実習 0 0

合計 0日 0人

（平成29年度）

合　計 平成28年度

利用者人数 123人 122人
延䜉利用日数 583日 623日

１日平均 1.6人 1.7人

延䜉利用日数 14,821日 15,001日

利用率 39.9% 42.7%

（平成29年度）

合　計 平成28年度

利用者人数 600人 597人

１日平均 55.1人 55.8人

利用率 110.2% 111.5%

（平成29年度）

合　計 平成28年度

利用者人数 775人 769人

延䜉利用日数 17,786日 17,932日

１日平均 48.7人 49.1人

利用率 100.00% 99.95%

利用者人数 60人 60人
延䜉利用日数 1,825日 1,824日

１日平均 5.0人 5.0人

利用率 97.5% 98.3%

（平成29年度）

合　計 平成28年度
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㸰㸰 యⓗᨭࡢ≧ἣ 

 

(1)స業సάື㸦ᕤ㈤ࢆᨭᡶ࠺άື㸧 

άືྡ ෆᐜ άື᪥ 人ᩘ 

స業࣭సάື Ὑ℆࣑ࢦ࣭ࡳ␚ࣥࣟࣉ࢚࣭⏿࣭ࡳࡓࡓ

㞟ࡾࡰࡋ࠾࣭ࡵస࣭ࡾసရసࡾ 

㸦᭶㸧㹼㸦㔠㸧 

༗๓୰ 

23人 

㈍㸦ႚⲔᗑᙧᘧ㸧   ᭶࣮ࣄ࣮ࢥ ႚⲔ࣮ࣄ࣮ࢥ 1ᅇ   5 人 

 

 άືࡢࡢࡑࡧάືཬࣈࣛࢡ(2)

 ෆᐜ άື᪥ 人ᩘ ྡࣈࣛࢡ

㡢ᴦࠊࢺ࣮ࣃ ࣈࣛࢡ᭤ࡢ⦎⩦࣭ 

⾜事ࡢࢺ࣮ࢧࣥࢥࠊཧຍ 
➨ 1᭶᭙᪥ PM 

17人 

㸦₇࡞ዌ⪅ 10 人㸧 

ኴ㰘ࣈࣛࢡ ᇶᮏᡴࡢࡕ⦎⩦࣭⣡ᾴ⚍ཧຍ࣭ 

 ཧຍࡢࢺ࣮ࢧࣥࢥ
➨ 1᭶᭙᪥ PM 11人 

➨ ࡾస≀ࡳᩱ⌮࣭㣧࣭ࡘࡸ࠾ ࣈࣛࢡࢢࣥ࢟ࢵࢡ 3᭶᭙᪥ PM 25ྡ 

➨ ⏝㐠ືჾලά࣭࣒࣮ࢤヨྜ࣭࣭⩦⦏ ࣈࣛࢡࢡ࣏ࣞࢫ 2᭶᭙᪥ PM ⏝⪅ 

ⅬᏐࣈࣛࢡ Ⅼヂࣝࢡ࣮ࢧἨࡢὶ 

ⅬᏐ࣭平௬ྡࡢ⦎⩦ 
➨ 4᭶᭙᪥ PM 14人 

⏕ⰼࣈࣛࢡ ⰼჾ㑅࣭ࢫ࣮࣭ࣜࡧ 

 ࢺ࣓ࣥࢪ࣮ࣥࣞ࣡ࣛࣇ
➨ 5᭶᭙᪥ PM 11人 

㎰ᅬ࣭ᩓṌ࣭㡢ᴦ㚷㈹࣭ᮁࡱࡱ ࣥࣙࢩ࣮ࢮࢡࣛࣜ

ㄞ࣭㔝⳯ࡢ✭ 

㸦᭶㸧㹼㸦㔠㸧 

༗๓୰ 

33人 

᠓ㄯ会 
⾜事ணᐃࡢㄝ࣭᫂㐃⤡࣭ヰ࠸ྜࡋ 

➨ 4Ỉ᭙᪥ PM ⮬⏤ཧຍ 

25 ྡ⛬度 

㈙ࣈࣛࢻ࣭≀࠸ ㈙ࣈࣛࢻ࣭≀࠸ 

㸺⾜ඛ㸼 

⳥ᕝᕷෆ࣭ᕝ࣭∾அཎ࣭ᓥ⏣࣭ᚚ

๓ᓮ➼ 

ᮌ᭙᪥ 

༗ᚋ 

⏝⪅ 

⣙ 15人/ᅇ 

1人平ᆒ 

1㹼2ᅇ/᭶ 

 

㸰㸱 ಶูⓗᨭࡢ≧ἣ 

㸦1㸧୍⯡እฟ➼ 

ෆᐜ ᅇᩘ 人ᩘ 

ಶูᨭእฟ㸦༠ຊ㝔௨እࡢ㏻㝔➼㸧 㝶 ᕼᮃ⪅ 

ᩓ㧥㸦⌮㧥ᗑ࡛ࡢᩓ㧥ᕼᮃ⪅㸧 22౽ 45 人/ᘏ 

 

㸦2㸧ᕼᮃእฟ 

ᐇ᪥ ྡࣥࣛࣉ ⾜ඛ 人ᩘ 

5 ᭶ 24᪥ ಶูᨭ ⭎ィࢆ㈙࠺ ⏕ィᗑ 1ྡ 

5 ᭶ 25᪥ ಶูᨭ ࡥࡗᑑྖ ࡥࡗᑑྖ⳥ᕝᗑ 3ྡ 

5 ᭶ 31᪥ ಶูᨭ ᅇ㌿ᑑྖࢆ㣗࠺ࡼ ὶࢀᑑྖ ⳥ᕝᗑ 3ྡ 
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6 ᭶ 22᪥ ಶูᨭ ࡛ࣞࡸࢃࡉࣥࣛࢺࢫᮏ᱁

 ࢢ࣮ࣂࣥࣁ

 ᕝᗑ 3ྡ⳥ ࡸࢃࡉ

6 ᭶ 26᪥ ಶูᨭ ࡲࡉࡦ࠾㣗ᇽ࡛ἑᒣࡿࡓ

 ࡒ

 㣗ᇽ㸦ྜྷ⏣⏫㸧 2ྡࡲࡉࡦ࠾

6 ᭶ 28᪥ ಶูᨭ ᫍࢡࢸ࡚࣮ࣄ࣮ࢥࡢ

 ࡿࡍࢆࢺ࢘

タෆ 2ྡ 

7᭶ 3᪥ ಶูᨭ ࢢࣥࣆࢵࣙࢩ㸤࣮ࣞ࢝ᒇࡉ

ࢇ Let’Go 

 4ྡ ࣮ࣜࢹ ࢱࣆ

7 ᭶ 13᪥ ᕼᮃእฟ  Ἠ㸤ࢢࣥ࢟ࣂ 

 

அᰨᕝ᰿ Ἠࣝࢸ࣍ 

㐨ࡢ㥐 

10ྡ 

7 ᭶ 20᪥ ಶูᨭ 㟼ᒸࡈࡢᙜᆅ࣓ࣝࢢ᪑Ӑࡉ

 ӑ!࠺ࡼ㣗ࢆࢢ࣮ࣂࣥࣁࡢࡸࢃ

 ᕝᗑ 4ྡ⳥ ࡸࢃࡉ

7 ᭶ 24᪥ ಶูᨭ ዪᏊຊࡢࣉࢵ᪑ ࣮ࡱࡽࡽ ☬⏣ᕷ 3ྡ 

8 ᭶ 17᪥ ಶูᨭ ࣮࣓ࣛࣥ ඵ⌋ ⳥ᕝᗑ 5ྡ 

8 ᭶ 24᪥ ಶูᨭ ࢆࡘࢇ㣗3ྡ ࡔ࠼ࡲ ࡘࢇ ࠺ࡇ⾜ 

8 ᭶ 24᪥ ಶูᨭ ࣮࣮ࣗ࢟࣋ࣂ タෆ 10ྡ 

8 ᭶ 31᪥ ಶูᨭ Ꮚ⏕ࢀࡲ Ἠ Ꮚ⏕ࢀࡲ Ἠ 2ྡ 

9 ᭶ 11᪥ ᕼᮃእฟ ᐩኈᒣ会࠺ࡇ⾜࠸!㥴

Ἑ‴ࣛࣥࢬ࣮ࣝࢡࢳ 

ࣛࣉ࣒࣮ࣜࢻࢫࣝࣃࢫ࢚

 ࣮࢙ࣜࣇ‴㥴Ἑ࣭ࢨ

12ྡ 

9 ᭶ 21᪥ ಶูᨭ ࡲࡉࡦ࠾㣗ᇽ ࡲࡉࡦ࠾㣗ᇽ㸦ྜྷ⏣⏫㸧 7ྡ 

9 ᭶ 27᪥ ᕼᮃእฟ ࢆࢢ࣮ࣂࣥࣁࡢࡸࢃࡉሓ

 ࠺ࡼࡋ⬟

 ᕝᗑ 4ྡ⳥ ࡸࢃࡉ

10 ᭶ 2᪥ ಶูᨭ ࡥࡗᑑྖ࡛ࣛࣥࡥࡗ ࢳᑑྖ ⳥ᕝᗑ 4ྡ 

10᭶ 12᪥ ᕼᮃእฟ ࠾࡛ࢢࣥ࢟ࣂ࡞ࢀࡷࡋ࠾

㣗事会 

㹬㹧㹡㹭㹣 8ྡ 

10᭶ 19᪥ ಶูᨭ ࢱࢫࣃ࣮ࣜࣙࢪ ࢳ࡛ࣥࣛࢱࢫࣃ࣮ࣜࣙࢪ ᕝᗑ 3ྡ 

11 ᭶ 9᪥ ಶูᨭ ዲࢆࢱࢿ࡞ࡁ㑅ࡃࡗࡺ࡛ࢇ

 ࡿࡍ⬟ሓࢆ㣗事ࡾ

ᕝ㨶Ἑᓊᗑ  5ྡ 

11᭶ 20᪥ ಶูᨭ ዲ࠾࡞ࡁᑑྖࡥࡗ࠸⭡࠾ࢆ

 ࡿ㣗࠸

⳥ᕝ㨶Ἑᓊᗑ 2ྡ 

11᭶ 27᪥ ಶูᨭ 㹟㹳ࣉࢵࣙࢩ 㹟㹳ࣉࢵࣙࢩ ⳥ᕝᗑ 1ྡ 

11᭶ 29᪥ ಶูᨭ 㨶Ἑᓊᑑྖ㈙࠸≀ 㨶Ἑᓊᑑྖ ㉥ࢇࢀࡢ 

 ࣥ࢜ࢹ࢚

1ྡ 

11᭶ 30᪥ ಶูᨭ ⨾࣭࣓࣮ࣥࣛ࠸ࡋ㣯Ꮚࢆ

㣗࠺ࡼ 

ඵᗑ ⳥ᕝᗑ 3ྡ 

12᭶ 10᪥ ಶูᨭ ᨾ㒓ᮾ࡛㣗事࣭㈙࠸≀࣭

 ࡴࡋᴦࢆࢺ࣮ࢧࣥࢥ

ᕝᕷᩥ会㤋1ྡ ࢿ࣮࢜ࢩ 

12᭶ 14᪥ ಶูᨭ ࢆࢣ࢜ࣛ࢝ᴦࣛࡽࡀ࡞ࡳࡋ

 ࢳࣥ

 ࣮ࣝࣗࢪࢲࢺ࣮ࢥ

㸦㺔㺵㺓㺗㹀㹍㹖㸧 

3ྡ 

12᭶ 13᪥ ಶูᨭ miniࢫ࣐ࢫࣜࢡ会 タෆ 1ྡ 
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㸦3㸧ṑ⛉᳨デཱྀ࣭⭍ࢣ 

4᭶ ཱྀ⭍37 ࢣ 人 10᭶ ཱྀ⭍39 ࢣ人 

5᭶ ཱྀ⭍39 ࢣ 人 11᭶ ཱྀ⭍39 ࢣ人 

6᭶ ཱྀ⭍39 ࢣ 人 12᭶ ཱྀ⭍40 ࢣ人 

7᭶ ཱྀ⭍ࢣ 

ṑ⛉᳨デ 

39 人 

55 人 

1᭶ ཱྀ⭍39 ࢣ人 

8᭶ ཱྀ⭍39 ࢣ 人 2᭶ ཱྀ⭍39 ࢣ人 

9᭶ ཱྀ⭍39 ࢣ 人 3᭶ ཱྀ⭍40 ࢣ人 

 

㸰㸲 ⾜事ࡢ≧ἣ 

㸦1㸧ග㝧Ⲯ࣭ࡱࡱࢇࡓ 

4᭶ ࠾ⰼぢ㸦ᑠ⳥Ⲯ㸧࣭ ࡢᗣデ᩿࣭ᐙ᪘会ᙺဨ会 ⥲会࣭ࣜࣥࢿ 

 㛤タグᛕ᪥⚃㸯㸱࿘年ࡱࡱࢇࡓ

5᭶ Ⳮⵦ(ືάዊ)業సഛᩚ 会ဨᙺ会᪘ᐙ࣭会ࡁࡘࡕࡶ࣭ྃ⠇ࡢ༗➃࣭ 

Ύᯇᅬ㛤ᅬ㝿(ኴ㰘ฟ₇) 

6᭶ 㣗࣭ࢢࣥ࢟ࣂṑ⛉᳨デ࣭࢚ࣝㅮᗙྜၐᅋࡢⓙᵝḷࡢᢨ㟢 

┴▱事㑅ᣲᅾ⪅ᢞ⚊㸦ࡱࡱࢇࡓ⳥ᕝᕷᙺᡤ/ග㝧Ⲯ会㆟ᐊ㸧 

7᭶ ග㝧Ⲯ㛤タグᛕ᪥⚃㸰㸵࿘年࣭ኤ࣭ᾘ㜵⨫ࡿࡼᚰ⫵⸽⏕ㅮ⩦ 

8᭶ ⣡ᾴ⚍ 

㸦సฟᗑ㸧࣭⚍ࡢኟ࠼ࡪࡉࡃ  㸦సฟᗑ㸧⚍ࡢኟ࠼ࡪࡉࡃ

9᭶ ⥲ྜ㜵⅏カ⦎࣭༓ᑑࡢᅬᩗ⪁会㸦㺨㺼㺻㺢㺼㺢㺼㺹㺍㺪㺽㺛₇ዌ㸧 

リྫྷ ḷࡢᢨ㟢㸦ࡢࡌࡳࡶ会ࡢⓙᵝ㸧࣭ ∾அཎ㡢ᴦࣥࢯ࣐ࣛ㸦㺨㺼㺻㺢㺼㺢㺼㺹㺍㺪㺽㺛ฟ₇㸧 

10 ᭶ 㐠ື会࣭⳥ᕝᕷ⚍࣭₻ᾏᑎ↝ࡾ⚍ࡤࡑࡁ 

11 ᭶ ⛅ࡢᗣデ᩿࣭ᮾ㐲ࡾࡘࡲ㸦ኴ㰘 ග ฟ₇/సฟᗑ㸧࣭  Ⱎ会ࡁ↝

✭⚍(Ⱎ↻㸤ࢺ࣮ࢧࣥࢥࢽ࣑)࣭⳥ᕝ⏘業⚍㹍㹂㹍㹐㸿ᗙ㸰㸮㸯㸵㸦సฟᗑ㸧 

Freeࢺࢫ࣮ࣜ࢝࣎㹐㹍㹉㹓ᵝ㸦ḷᴦჾ₇ዌᢨ㟢㸧࣭ ᬑ㏻ᩆㅮ⩦  

12 ᭶ ࡱࡱࢇࡓᆅᇦ㜵⅏カ⦎ཧຍ㸦ࡾࡘࡲ࠾ᗈሙ㸧࣭ 㞀ᐖ⪅㐌㛫࣮ࣞ࢝స࣭ࡾᗋࢫࣛ࢞➼

年ᮎΎᤲ࣭会ࢫ࣐ࢫࣜࢡ࣭ࡎࡺ 

1᭶ ᪂年⚃㈡会࣭ⲡ⢛ 

2᭶ ⠇ศ࣭࣮ࢹࣥࢱࣥࣞࣂ 

3᭶ 㞮࣭࣮ࢹࢺ࣭࣡࣍ࡾࡘࡲᐙ᪘会ᙺဨ会࣭ࢡ࣏ࣞࢫ会 

報ᜠ㔘㏑⳯㸦సฟᗑ㸧 

ẖ᭶ ᠓ㄯ会࣭ႚⲔ࣭㥏ⳫᏊ㈍࣭ࣥࣃ㈍࣭ᩓ㧥࣭法人ෆタ㈍㸦⣡ရ㸧 

ᕝᕷᙺᡤస㈍ࠗீࡗ࡚ࡗࡼ/⳥ᕝᕷᇼஅෆ報ᜠᑎ㔘㏑⳯࠘ 

 

㸦2㸧ࡢ⮬⊃ࡱࡱࢇࡓάື 

4 ᭶ ࡱࡱࢇࡓ㛤タグᛕ᪥㸯㸰࿘年࣭ⲡ㣰࡙ࢢࣥࢸ࣮࣑ࡱࡱࢇࡓ࣭ࡾࡃ 

ࢆ࠺ࢃ㸦ࡧࡽࢃ᥇࡚ࡋࢆࡾㄪ⌮㸧 

5 ᭶ Ⳮⵦࢢࣥࢸ࣮࣑ࡱࡱࢇࡓ࣭ࡾࡃ࡙࣒ࣕࢪⱫ࣭ 

6 ᭶ ࠺ࡻࡁࡗࡽₕ࣭ࡾࡃ࡙ࡅⱫࢢࣥࢸ࣮࣑ࡱࡱࢇࡓ࣭ࡾࡃ࡙࣒ࣕࢪ 

㸵᭶ 㣯Ꮚࢢࣥࢸ࣮࣑ࡱࡱࢇࡓ࣭࣮ࢸ࣮ࣃ 
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㸶᭶ ࢢࣥࢸ࣮࣑ࡱࡱࢇࡓ 

㸷᭶ ࢢࣥࢸ࣮࣑ࡱࡱࢇࡓ 

10 ᭶ ᪥ᖐࡾ᪑⾜㸦ᕝࢆࢺ࣮࣏ࢫࣃ⏝࠺ࡼࡋ㸧࣭ ⳥ᕝᕷ⚍ぢᏛ࣭ࢸ࣮࣑ࡱࡱࢇࡓ

 ࢢࣥ

12 ᭶ ᛀ年会࣭ࢢࣥࢸ࣮࣑ࡱࡱࢇࡓ 

1 ᭶ ࢢࣥࢸ࣮࣑ࡱࡱࢇࡓ 

2 ᭶ ࢢࣥࢸ࣮࣑ࡱࡱࢇࡓ 

3 ᭶ ⲡ㣰ࢢࣥࢸ࣮࣑ࡱࡱࢇࡓ࣭ࡁࡘ 

 

㸦3㸧㑅ᢥ㣗࣭⾜事㣗ࡢᥦ౪ 

 
㑅ᢥ㣗ෆᐜ ࡢࡑ ⾜事㣗 

4᭶ 
 ࡳࡋࡉ
 㸦24᪥㸧࣐࣮ࣗࢩࡾධࢸࢱ࣍

㉥㣤㸦ࡢ᪥㸧 

5᭶ 
㨶ࡢ༡⻅㢼ࢫ࣮ࢯࣝࢱࣝࢱ 
 (31᪥) ࡁ↝ࡅჯₕࡢ㇜

 ⠇ྃ㸧ࡢ᯽㣰㸦➃༗ ࡋࡽࡕ
 会ࡁࡘࡕࡶ

6᭶ 
 ࣛࣇࣅ࢚
 㸦28᪥㸧࠼ῧ⋣ ࡢࡡࡃࡘࡾ

㣗ࢢࣥ࢟ࣂ 

7᭶ 
 ࣓࣮࣮ࣥࣛࣞ࢝
 㸦28.᪥㸧࣓࣮࣐ࣥࣥࢧ

㛤タグᛕ᪥ 
ኤࢇࡵ࠺ࡑ 

8᭶ 
 ࢫ࣮ࢯࣜࢳࡢࡇࡢࡁࡽࡓ
 㸦23᪥㸧ࣛࣇࢯࢩᱵࡢࡋࢃ࠸

 ࢺࣝࣇࢡࣥࣛࣇ ࢇ࡛࠾ ࡤࡑࡁࡸ
㸦⣡ᾴ⚍㸧 
 㸦⤊ᡓグᛕ᪥㸧ࢇ࠸ࡍ

9᭶ 
 ࡁ↝ࢺࢸ࣏ࡢࡅࡉ
 㸦15᪥㸧ࢫ࣮ࣟ࢜ࣕࢪࣥࢳ

 ࠺ࡼ㣗ࢆࣥࣃ࣌ࢵࢥࢪࣥࣞ

10 ᭶ 
㓑㇜ 
 㸦30᪥㸧ࡁ↝ࢁࢁࡢࡅࡉ

ᥱࡾᑑྖ㸦⛅⚍ࡾ㸧 

11 ᭶ ࣮࣓ࣛࣥ㑅ᢥ㣗㸦14᪥㸧 
 

12 ᭶ 
 ࣇ࣮ࣟࢺ࣮࣑ ࣥ࢟ࢳࢺࢫ࣮ࣟ
㨶ࣥࢱࣛࢢࡢ㸦20 ᪥㸧 

 㸦㞀ᐖ⪅㐌㛫㸧ࡾస࣮ࣞ࢝
年㉺ࡤࡑࡋ  

1᭶ 
 ぶᏊࡅࡉ
 㸦25᪥㸧ࣂࣥࣅࣅ

 㞧↻㸦ṇ᭶㸧 ࡕࡏ࠾
ⲡࡺࡀ 

2᭶ 
㩬ࡢᥭࡽࡃ࠸ࡋࢁ࠾ࡆῧ࠼ 
㸦23↻ࢺ࣐ࢺࡢ㔝⳯ࣥ࢟ࢳ ᪥㸧 

ኴᕳࡁ㸦⠇ศ㸧 

3᭶ 
㨶ࢻ࣮ࣥࣔࡢᥭࡆ 
 㸦30᪥㸧↻ࡾࡥࡗࡉࡢࡃࡾ

 㸧ࡾࡘࡲ࡞ࡦᑑྖ㸦ࢩࣛࢳ
ᥱࡾᑑྖ㸦ᑑྖࢢࣥ࢟ࣂ㸧 

ࢽᏘ⠇࣓ࡿࡼࢫࢡࢵࢲࢩ⪅㣗ጤク業⤥ࠊ㝶ࢆ㣗ࢺࢫ࢚ࢡࣜࡢࡽㄌ⏕᪥࣭⫋ဨࠊࡢࡑ

 ࠋࡾ࠶㝶ࡶ࣮ࣗ

 

㸰㸳 㑊㞴㜵⅏カ⦎ࡢ≧ἣ 

 ෆ    ᐜ 

4᭶ ᢸᙜ⫋ဨࡿࡼ年㛫ィ⏬➼ᡴ࣭ࡏࢃྜࡕ㜵⅏Ⅼ᳨ 
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5᭶ 㜵⅏ᗜෆΎᤲᩚഛ࣭㜵⅏Ⅼ᳨ 

6᭶ ኪ㛫ⅆ⅏ᐃ㑊㞴ㄏᑟカ⦎࣭㜵⅏タഛྲྀᢅ࣭㜵⅏Ⅼ᳨ 

7᭶ ᩆᛴᩆㅮ⩦㸦ᾘ㜵⨫ဨࡿࡼᚰ⫵⸽⏕ࠊ㸿㹃㹂ྲྀᢅ࠸ᣦᑟ㸧࣭ 㜵⅏Ⅼ᳨ 

8᭶ ㏻報カ⦎࣭㜵⅏ᗜഛရᩚഛ࣭㜵⅏Ⅼ᳨ 

9᭶ ⥲ྜカ⦎㸦ᆅ㟈ண▱㠀ᖖࡧฟࡋカ⦎࣭᪥୰ᆅ㟈ⅆ⅏ᐃ㑊㞴ㄏᑟカ⦎ࠊ⮬㜵

⅏㝲άື㸧࣭ 㜵⅏⏝ရࠊ㠀ᖖ㣗ㄝ࣭᫂㜵⅏タഛྲྀᢅ࣭㜵⅏Ⅼ᳨ 

10᭶ ኪ㛫ⅆ⅏ᐃ㑊㞴ㄏᑟカ⦎࣭㜵⅏タഛྲྀᢅ࣭㜵⅏Ⅼ᳨ 

11᭶ 福祉タ㜵⅏ࡢ᪥㸦᪥୰ᆅ㟈ⅆ⅏ᐃ㑊㞴ㄏᑟカ⦎࣭⮬㜵⅏㝲άື㸧࣭ 㜵⅏タഛ

ྲྀᢅ࣭㜵⅏Ⅼ᳨࣭ᾘ㜵⨫ဨࡿࡼ㜵ⅆᣦᑟ 

12᭶ ኪ㛫ᐃ㑊㞴ㄏᑟカ⦎࣭㜵⅏タഛྲྀᢅ࣭㜵⅏Ⅼ᳨ 

1᭶ ኪ㛫ᐃ㑊㞴ㄏᑟカ⦎࣭㜵⅏タഛྲྀᢅ࣭㜵⅏Ⅼ᳨ 

2᭶ ㏻報カ⦎࣭㜵⅏Ⅼ᳨ 

3᭶ 㠀ᖖ㐃⤡ఏ㐩カ⦎࣭㜵⅏Ⅼ᳨ 

 

㸰㸴 ྛ✀ጤဨ会ࡢ≧ἣ 

ጤ ဨ 会 ྡ 

⾨⏕ጤဨ会 

 ㏻ಙ(タᗈ報ㄅ)࠸࠶ ဨ◊ಟ㸦య㸧⫋ ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢡࢫࣜ

㌟యᣊ᮰ゎᾘ ᪂人⫋ဨ◊ಟ タᩚഛ࣭ഛရⅬ᳨ 

ᚅ㜵Ṇ ࣮ࢱ࣮ࣗࢳ 㜵⅏ 

ឤᰁᑐ⟇ ฎ㐝ྥ 㸦ୖㆤ⫋ဨຮᙉ会㸧 ㌟࣭ࡳ࡞ࡋࡔΎ₩ 

᠓ㄯ会   

 

㸰㸵 ᐙ᪘会ࡢ㐃ᦠࡢ≧ἣ 

 ෆ    ᐜ 

4᭶ ᐙ᪘会⥲会ཬࡧຓ会య会࣭➨ 1ᅇᙺဨ会 

5᭶ タᩚഛ事業㸦ࡱࡱ㎰ᅬ࣭タ࿘㎶ⲡྲྀࡾ㸧࣭ ➨ 2ᅇᙺဨ会 

8᭶ ⣡ᾴ⚍࣭➨ 3ᅇᙺဨ会 

10᭶ ᅜ┣㔜」㞀ᐖ⪅福祉タ༠㆟会ཧຍ 

10᭶ 㐠ື会 

11᭶ ⛅ࡢ✭⚍ 

11᭶ ↝ࡁⰞ会 

12᭶ ➨ 4 ᅇᙺဨ会 

3᭶ ➨ 5 ᅇᙺဨ会 

 

㸰㸶 ⫋ဨ◊ಟ≧ἣ 

ദ࣭◊ಟඛ ◊ಟྡ 

ᅜ㌟య㞀ᐖ⪅タ༠㆟会 ◊✲会࣭⤒Ⴀ࣮ࢼ࣑ࢭ 

ᮾᾏ㝣ᆅ༊ࢡࢵࣟࣈ ◊✲会࣭ࣥࣛࢻ࢞ࢣᬑཬ◊ಟ会 

福祉᳨ࢫࣅ࣮ࢧウጤဨ会 年 3ᅇᐃ 
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ᅜ┣㔜」㞀ᐖ⪅福祉タ◊

✲༠㆟会 

◊✲会࣭ 㐠Ⴀጤဨ会ཬࡧタ㛗࣭࣮ࢼ࣑ࢭ ⫋ဨ◊ಟ会㸦⣒

㈡୍㞝ࡢ福祉ࡢᛮᏛࡪ㸧 

ᮾ㐲ᆅ༊タ㐃⤡会 タぢᏛ࣭⫋ဨ◊ಟ㸦3ᅇ㸧࣭ ඛ㐍ᆅぢᏛ◊ಟ࣭ಖ福祉◊

ಟ会࣭Ⓨ㐩㞀ᐖඣ⪅ྥࡅ◊ಟ会 

㟼ᒸ┴社会福祉༠㆟会 ࣜࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢡࢫ◊ಟ࣭ࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐̺࢞ࣥㅮᗙ࣭᥋

㐝ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊ࣮ࢼ࣐ࠊㅮᗙ࣭ㆤᢏ⾡ㅮᗙᇶ♏

⦅࣭ᛴኚࢆぢ㏨ࡢࡵࡓ࠸࡞ࡉᩆᛴㅮᗙ࣭⏕άሙ㠃ࡽぢࡿ

⏝⪅ࡢ㌟యほᐹ࣭ࢺ࣏ࣥࡢㄆ▱ࡢ人ᐤࡾῧࣟࣉ࠺

࠾࡚ࡗ▱ࡀ⫋ㆤᢏ⾡ㅮᗙᐇ㊶⦅࣭ㆤ࣭࣮ࢼ࣑ࢭㆤࡢ

ࡢㅮᗙ࣭ㄆ▱ࢣ⓶ࠊ⒔〟ࡢ⪅㧗㱋࠸ࡓࡁ BPSD ࠼⪄ࢆ

ᑐᛂ⏕ᾭ◊ಟㄢ⛬୰ሀࢫࣃࣜࣕ࢟福祉⫋ဨ࣭࣮ࢼ࣑ࢭࡿ

⫋ဨ࣭ࢫ࣮ࢥឤᰁㅮᗙ(୰⣭⦅)࣭福祉⫋ሙ࣐ࢫࣞࢺࢫࡢ

⛬ᑐᛂ⏕ᾭ◊ಟㄢࢫࣃࣜࣕ࢟ㅮᗙ࣭福祉⫋ဨࢺ࣓ࣥࢪࢿ

◊ᑐᛂ⏕ᾭࢫࣃࣜࣕ࢟福祉⫋ဨ࣭ࢫ࣮ࢥ࣮ࢲ࣮࣒࣮ࣜࢳ

ಟㄢ⛬ึ௵⪅ࢫ࣮ࢥ 

㟼ᒸ┴ ᙉ度⾜ື㞀ᐖᨭ⪅㣴成◊ಟ࣭福祉タࡢ㜵≢యไᙉᑐ

ࢧᶒ᧦ㆤ◊ಟ࣭㞀ᐖ福祉ࠊ㞀ᐖ⪅ᚅ㜵Ṇ࣭࣮ࢼ࣑ࢭ⟇

 事業⪅ㄝ᫂会࣭社会福祉タ➼⫋ဨ㜵⅏◊ಟ会ࢫࣅ࣮

㟼ᒸ┴⤥㣗༠会 ⤥㣗༠会⥲会࣭⤥㣗༠会ぢᏛ◊ಟ࣭事◊✲Ⓨ⾲会 

⳥ᕝᕷᾘ㜵⨫ ᚰ⫵⸽⏕法ㅮ⩦㸦ᩆᛴ㝲᮶Ⲯ㸧 

⳥ᕝᕷ社会福祉༠㆟会 福祉タ➼ࢸࣥࣛ࣎ᢸᙜ⪅会 

⤡ㄝ᫂会࣭㝔タ㐃ࡧᣦᐃཬࡢ➼ᅵ◁⅏ᐖ㆙ᡄ༊ᇦࠖࠕ ࡢࡑ

会࣭࠸ࡽࡃࡉṑ⛉ദ◊ಟ会 

タෆ◊ಟ ┣㔜」㞀ᐖ⪅ࡢ⌮ゎࡧࡼ࠾ᨭࢡࢫ࣐࣭࡚࠸ࡘయ㦂 

⤒⌮࣭事ົ㛵ಀ ⤒⌮◊ಟ࣭┘事◊ಟ࣭⳥ᕝᮾ୰Ꮫᰯࣜࣕ࢟ᩍ⫱࣭ᑵ⫋ࣇ

 ປാᒁㄝ᫂会࣭࣮ࢼ࣑ࢭႠ༠⤒࣭࢙

⫋ဨࡢ㈨㉁ྥୖࣉࢵࣝ࢟ࢫࠊཬࡧไ度ᑐࡿࡍ⌮ゎࠊᢕᥱྛࡵࡓࡢ✀◊ಟ✚ᴟⓗ

ཧຍࠊタෆ◊ಟࡢᐇດࠋࡓࡵ 

 

㸰㸷 ⫋ဨ⿕⾲ᙲ⪅ࡢ≧ἣ 

ᅋయྡ ✀㢮 人ᩘ 

ᅜ㌟య㞀ᐖ⪅タ༠㆟会 Ọ年⥆⾲ᙲ 15年 2ྡ 

ᮾᾏ㝣㌟య㞀ᐖ⪅タ༠㆟会 Ọ年⥆⾲ᙲ 15年 3ྡ 

㟼ᒸ┴社会福祉༠㆟会会㛗⾲ᙲ 社会福祉ຌປ⪅┴社༠会㛗⾲ᙲ 15年 1ྡ 

ᅜ┣㔜」㞀ᐖ⪅福祉タ༠㆟会 Ọ年⥆⾲ᙲ 10年 1ྡ 

⳥ᕝᕷ社会福祉༠㆟会会㛗⾲ᙲ 社会福祉ຌປ⪅ᕷ社༠会㛗⾲ᙲ 10年 1ྡ 

 

㸱㸮 ༠ຊ་⒪ᶵ㛵࣭㏻㝔ᶵ㛵 ࡢ≧ἣ 

༊ศ ་ᖌྡ㸦ᡤᒓ㸧࣭ 㝔ྡ 

კク་㸦ෆ⛉㸧 ➲ᒣྍ๎་ᖌ㸦ᕝᮾ㝔㸧 

კク་㸦⢭⚄⛉㸧 㔝ᓥ⚽ဴ་ᖌ㸦ᒸᮏࢡࢵࢽࣜࢡ㸧 
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༠ຊ་⒪ᶵ㛵 ⳥ᕝᕷ❧⥲ྜ㝔࣭⏥㈡ṑ⛉་㝔 

⏘業་ ➲ᒣྍ๎་ᖌ㸦ᕝᮾ㝔㸧 

㏻㝔ᶵ㛵 ⳥ᕝᕷ❧⥲ྜ㝔࣭ ୰ᮾ㐲⥲ྜ་⒪࣭࣮ࢱࣥࢭ ⳥ᕝ║⛉࣭ ᚚ๓ᓮ㝔࣭

⓶࠾ࡃ࣭⛉㈡ṑ⛉࣭ຍ⸨ṑ⛉࣭ᮡཎ⬻እ⏥࣭ࢡࢵࢽࣜࢡࡕࡗ࠶

⛉࣭▼ᓮ⪥㰯⛉࣭࣭ࢡࢵࢽࣜࢡࡔࡕ࠺᳃࣭ࢡࢵࢽࣜࢡ⳥ᕝᩚᙧእ⛉➼ 

࣭ሷᓮࢡࢵࢽࣜࢡ 
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